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（圧蜃頭重米田が楠白根ご1時

塚増産欒剰2日体）軸10時に襲閉

高
知
県
知
事
と
懇
談

党
県
妻
・
県
議
団
来
年
度
予
算
で
一

日
本
共
産
党
高
知
県
委

員
会
（
佐
竹
峰
雄
委
員

長
）
と
同
高
知
県
議
団

（
塚
地
佐
智
団
長
、
5
人
）

は
2
7
日
、
2
0
1
4
年
度

県
予
算
に
つ
い
て
の
要
望

書
を
提
出
し
、
尾
崎
正
直

知
事
、
岩
城
革
章
副
知

事
、
中
澤
卓
史
教
育
長
ら

と
懇
談
し
ま
し
た
。

米
田
稔
県
議
団
幹
事
長

が
重
点
項
目
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
尾
崎
知
事

か
ら
は
、
地
方
自
治
の
本

旨
に
た
っ
た
地
方
自
治
の

充
実
に
結
び
付
く
改
革
に

つ
い
て
「
地
方
交
付
税
を

国
の
政
策
誘
導
に
使
う
こ

と
に
反
対
す
る
と
い
う
こ

と
は
ご
指
摘
の
通
り
。
職

員
の
黄
金
カ
ッ
ト
は
し
た

く
な
か
っ
た
。
引
き
続
き

国
に
強
く
訴
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
．

べ
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

は
、
「
住
宅
に
関
す
る
助

成
の
寓
象
を
少
し
上
積

み
す
る
異
体
的
な
方
向
を

少
し
研
究
し
て
み
た
い
」
、

介
護
保
険
事
業
に
お
い

て
要
支
援
者
を
保
険
か
ら

外
す
「
地
域
包
括
推
進

事
業
」
が
「
事
業
後
退
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
し

っ
か
り
圏
に
訴
え
て
い

き
た
い
」
と
答
え
ま
し

た．。
中
澤
教
育
長
は
、
中
学

校
給
食
の
実
施
拡
大
に
つ

い
て
土
佐
清
水
市
や
南
国

市
で
の
前
進
を
踏
ま
え
、

高
知
市
に
つ
い
て
も
「
市

に
そ
の
気
に
な
っ
て
も
ら

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
の
べ
東
レ
た
。

払
し
ん
ぶ
ん
赤
裸
よ
り

轟

等

　

賢

　

　

愚

W

潜

鼠

瞥

　

聡

　

靂

冒

　

す

　

転

置

鮮

遇

い

ご
霹
方
り
げ
と
ウ
ご
ざ
い
者
ず
。
窟
嘩

療
館
賓
レ
・
ノ
竿
蕗
怨
霊
茫
盈
巌
空
音

日
日
か
ら
序
密
封

蜜
霊
夢
監
禁
泉

什
奮
√
素
什
折
．

′
脂
膚
部
に
廊
ガ
蘇

舞
か
立
高
彦
す
。

帝

費

や

喜

入
叔
絶
好
、
輯
別
膏

賓

．

菱

食
、
い
じ
畠
な

ど
ダ
テ
ー
マ
感
す
。

ご
蓼
好
蜃

き
ざ
す
。
ど
う
ぞ
労

い
せ
く
ぼ
そ
り
。

例
詩
は

明
　
月
成
体
欒
た
ク
”
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三
　
つ
、
つ
さ
し
ー

ム
∵
4
ノ

〝
藤
野
へ

軍
曹
暦
の
賭
、
吐
く

賢
台
く
な
っ
で
、
l
名
の

膏
〝
弊
界
″
レ
ぎ
レ
声
。

寿
ぎ
ぼ
菅
孝
な
赦
せ
す

が
プ
撃
て
華
人
呼
声
＜
き

す
J
L
と
の
凍
虜
野
蓼

愛
ん
等
ド
曹
ぞ
肌
．
帝

垣
た
笹
髭
レ
て
い
吉
す
。

⑳
　
畢
下
せ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
訝
／
考
伊
野
些
留

吉
ん
各
ど
う
ぞ
軍
資
し
つ

け
で
お
産
ご
レ
下
さ
L
t
。

⑳
■
　
ケ
ン
ア
ン
．
ビ
一
曹

紫
色
雷
雲
妄
哀
感
に
夢

っ
だ
ヲ
方
の
率
静
々
観

ハ
イ
ハ
イ
古
レ
っ
だ
り
．

裔
嘉
す
扁
9
ヤ
鍔

の
フ
釘
ざ
ひ
乙
角
の
滞

密
が
め
つ
い
匿
膚
作
．
今

疫
好
い
つ
会
え
蕗
か
喀
′
．

◎
　
質
の
蔓
を
T
ヂ

轟
鞄
－
、
r
密
封
デ
モ
は

雲

量

車

重

軍

容

い
ト
と
。
断
章
∬
‥


